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国際基督教大学 新体育施設 建設プロジェクト—1

採択事例54（平成28年度）

補助種別 木 造 化

大学において次の 60 年を見据えて体育施設の再整備を行うプロジェクト。
準防火地域における大規模建築を実現するため、ＲＣ造部分を介して３棟をそれぞれ1,500㎡
未満で配置し、燃えしろ設計も行い、全体として、木造とＲＣ造の併用の１時間準耐火構造で、
内部は木のあらわし空間としている。
在来工法による 30 ｍ超スパンの木造アーチ架構（メインコート棟）、ＬＶＬと合板のＶ字型折板
構造による15 ｍ越スパンと 9.5 ｍの片持ち庇（エントランス棟）といった多様な屋根架構を提
案している。
CLT の新たな利用方法として、RC 柱の型枠に CLT を使い、そのまま仕上げとしている。
エントランスでは木の空間がガラス越しに見られるなどの工夫を図っている。
材料面では、仕上げ材・化粧材は国内産のスギ、マツ等を可能な限り使用するとともに、木材
を早期にプレカットし、工期の短縮を図る計画である。 
大学のスポーツ施設を既存技術を組み合わせて積極的に木造化・木質化していることから、汎
用性のある大規模木造建築物のモデルとして、普及・波及効果が期待される。

プロジェクト名

提案者（事業者）

設計者

施工者
建設地

国際基督教大学　新体育施設
建設プロジェクト
学校法人 国際基督教大学
基本設計：株式会社 日本設計、隈研吾建築都市設計事務所 設計共同事業体
実施設計：前田建設工業株式会社 一級建築士事務所

前田建設工業株式会社
東京都三鷹市大沢 3-10-2

提案の
概要

評価の
ポイント

新体育施設の鳥瞰写真

A. プロジェクト全体の概要
●全国初のリベラルアーツカレッジである国際基督教大学は 2013 年に献学 60 年を迎えたが、同時

にキャンパスの施設は経年による老朽化が見られるため、次の 60 年を見据えた施設の建て替え計
画を策定した。その一環として、体育施設の再整備を行う。緑あふれる敷地の特性を生かし、樹林
に溶け込む形態と、人と環境にやさしい木造の良さを取り入れた建築を目指す。

B. 提案する木造化・木質化の取り組み内容の概要
●準防火地域における準耐火建築として大規模木造建築を実現するために、RC 耐火構造を介して

1,500㎡未満に区画する。メインコート、プール、エントランスの用途は異なるが、それぞれの空
間特性を木屋根架構によって満足させつつ、一体感のある屋根形状としてデザインする。内装にお
いても木質化を図り、エントランスでは、木の温かみを生かした空間がガラス越しに感じられる施
設とする。

C. 提案のアピールポイント
●木造 / RC 造のハイブリッド構造による、準耐火木造混構造の大規模建築の実現。 
●一般流通材を利用したアーチ構造で、30 ｍ超スパンを達成。 
● LVL を利用した折板構造による 15 ｍ越スパンと 9.5 ｍのキャンチレバー庇。 
● CLT の新たな利用方法として、RC 柱の型枠に CLT を使い、そのまま仕上げとする提案。 
これらを組み合わせた汎用性のある大規模木造建築のモデルケースを目指す。

竣工済
竣工済につき
簡略版としています
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メインコート棟 (木造化面積 : 2300m2) 
キャンパスの森の木々に対して圧迫感を抑える
ために軒先を低く抑えるアーチ構造 

内装の木質化 
ガラス越しに見える
木質仕上げの内壁が、
あたかも森の中に外
壁が木で仕上げられ
た建物が存在するよ
うに見せるデザイン 

エントランス棟 
( 木造化面積 : 1000m2) 
LVLによる折板構造を
用いた9.5ｍロングスパ
ンと CLT 型枠を用い
た柱  

プール棟 (木造化面積 :1050m2) 
キャンパスの森の木々と調和する樹状
アーチ構造 

木造化・木質化の概要

木造化・木質化の
取り組み
内容

先端性・先進性

● 30m 超えの大スパン木造アーチ架構に一般流通材と在来工法を利用。
● LVL と合板の折板構造による 9.5m 片持ち庇への挑戦。
● CLT を RC 型枠に用い、脱型しないまま仕上げ材とする CLT の新たな活用。

波及性・普及性

●準防火地域内の準耐火建築物 (60 分耐火 ) で燃えしろ・内装制限を考慮した設計。
● CLT を RC 型枠に用い、脱型しないまま仕上げ材とすることで RC 造の木質化。
●大学のスポーツ施設を積極的に木造化・木質化し、社会へ木をアピール。

使用する木材、木質建材の特徴

●大スパン木造アーチ架構に用いる一般流通材は規格寸法で、汎用的で経済的。
●折板構造に用いる LVL は高剛性・高強度で長尺直材の製作が可能。
●仕上げ材・化粧材は国内産のスギ、ヒノキ等を可能な限り使用。

メインコート棟 プール棟

9m

方杖

19.5m

3m×12
33m

樹状アーチ構造アーチ構造

３m × 12

33 m

９m

19.5 m

方杖

１階平面図 ２階平面図

一般流通材によるメインコート棟とプール棟の木造アーチ架構
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● CLT による仕上げ材を兼ねた RC 型枠

　エントランス棟の片持ち庇を受ける RC 柱の型枠に CLT を用いることで、仕上げ材となり、エン
トランス棟の内部空間は木により演出される。CLT 型枠は仮設と仕上げを兼ねた CLT の新たな利用
方法となる。CLT は原則として雨掛かり部には露出させず、木材保護塗装を全面に塗布することで、
耐久性に配慮した計画としている。

エントランス棟の架構

LVL折板構造

CLT型枠

9.5m
16.5m

16.5m エントランス棟

仕上げ材の木質化

エントランス棟の片持ち庇

（様式6-2）

1 先端性・先進性

LVLを折板構造にした片持ち庇

CLTによる仕上げ材を兼ねたRC型枠

エントランス棟の片持ち庇を受けるRC柱の型枠にCLTを用いることで、仕上げ材となり、エントランス棟の内部空間は木により演出され
る。CLT型枠は仮設と仕上げを兼ねたCLTの新たな利用方法となる。CLTは原則として雨掛かり部には露出させず、地上から1.0m以内
の部分のみ防腐防蟻材を塗布することで、耐久性に配慮した計画としている。

エントランス棟の庇は三角形断面を並べた構造で、圧縮側となる下側にLVL、引張側となる上側に構造用合板を用いる。LVLの高剛
性・高強度の特性は12mの片持ち庇を可能にし、片持ち庇の控えとして16.5mスパンの屋根を計画する。スポーツ施設として相応しいダ
イナミックな空間を感じる斬新なデザインを木造によって実現させる。

一般流通材による木造アーチ構造
インコート棟とプール棟の大スパン木造アーチ架構には経済性を考慮して一般流通材（住宅などに用いられる集成材等）/在来工法を
用いる。部材断面と長さは一般流通材の規格寸法内で直材とする。燃えしろ設計を行い、部材断面を決定するが、内装制限を順守す
る。メインコート棟は33mと大きいため、アーチ架構の支点には大きなスラストと地震時の大きな面外変形が生じる。木造方杖により支
点部分を補強して大スパン木造アーチ架構の純木造化を実現する。
プール棟のスパンはメインコート棟に比べて小さいため、樹状方杖をアーチ架構の中間近くまで配置し、屋根の低ライズ化を行う。長さ
６ｍ以下の小中断面集成材を使うため、防蟻・防腐対策として、薬剤を住宅土台用の加圧注入釜に入れて内部まで浸透することが可
能である。

木造化木質化の取り組み内容（その１）

メインコート棟 プール棟

9m

方杖

19.5m

3m×12
33m

LVL折板構造

CLT型枠

12m
16.5m

16.5m エントランス棟

仕上げ材の木質化

1200 910

集成材(補強フランジ)

1800

構造用合板

LVL

集成材(補強リブ)

5

● LVL を折板構造にした片持ち庇

　エントランス棟の庇は三角形断面を並べた構造で、圧縮
側となる下側に LVL、引張側となる上側に構造用合板を用
いる。LVL の高剛性・高強度の特性は 12m の片持ち庇を可
能にし、片持ち庇の控えとして 16.5m スパンの屋根を計画
する。スポーツ施設として相応しいダイナミックな空間を
感じる斬新なデザインを木造によって実現させる。

RC 造を介して３棟に分割

CLT 型枠による RC 造の木質化

エントランス棟
LVL による折板構造

メインコート棟
アーチ構造

プール棟
樹状アーチ構造

RC 耐火構造

提案者（事業者・建築主）、設計者・施工者、建設地
は扉頁参照

建物名称：国際基督教大学  新体育施設
主要用途：学校、体育館
主要構造：■木造（□軸組構法　□枠組壁工法　□

丸太組構法　■その他（アーチ構造、LVL
折版構造））　□鉄骨造　■鉄筋コンクリー
ト造　□鉄骨鉄筋コンクリート造　□その
他

防火地域等の区分：□防火地域　■準防火地域　□法
22 条区域　□その他の地域

耐火建築物等の要件：□耐火建築物　■準耐火建築物
（60 分耐火）　□準耐火建築物（45 分耐火）
□その他の建築物

敷地面積：659,875.45㎡
建築面積：3,570㎡
延べ面積：3,920㎡
軒　　高：17.42m
最高の高さ：17.74m
階　　数：地上２階

事業期間：平成 28 年度〜 30 年度
補助対象事業費：2,284,000 千円
補助限度額：354,150 千円

プロジェクト
データ

国際基督教大学キャンパス
●

新小金井駅

野川公園
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採択事例54
竣工報告

国際基督教大学　新体育施設
建設プロジェクト

エントランス棟の外観　奥にメインアリーナ棟

エントランスホール内観
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エントランス棟と右にプール棟の外観

メインアリーナ内観

プール棟の内観


